
イタセンパラを守ろう！
木曽川水系イタセンパラ保護協議会
「第13回 木曽川合同パトロール」を実施しました

▲木曽川ワンドのパトロール（羽島市内）

▲木曽川ワンドの観察（一宮市側） ▲現場調査員による生物採捕の実演（羽島市側）

■ 2021年6月12日（土）〔起地区河川敷、羽島市河川敷〕

コロナ禍が続いており、今も大勢が集まることは難しい状況ですが、エコネット応援団の皆さんは、色 工々夫しながら活動しています。
新型コロナウイルス感染症対策に配慮しながら行われている活動の結果をご報告いたします。

親子で木曽川の魅力を体験しました
ミズベリング138「夏休み 集まれ！木曽川ミズベの勇者たち2021」

▲親子共同での魚類の採捕体験を
　行いました

▲木曽川の長さや生き物の声あてなど、スライドを見ながら木曽川やワンドの自然環境を学びました

皆さんが捕まえた魚を入れた▶
プール。どんな魚がいるかな？

■ 2021年8月8日（日）〔一宮市尾西歴史民俗資料館･木曽川左岸（起地区、人工ワンド周辺）〕
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　エコネット応援団では、木曽三川でみられる魚類に着目する
ことが多いので、木曽三川から広がるネットワークの終着地点は
ニホンウナギの産卵地であるマリアナ諸島だと思っていました。
よくよく考えてみると、木曽三川には魚類の他にも様々な生物が
住んでおり、下流域を中心にたくさんの渡り鳥も訪れます。
 そこで､木曽三川エコネットはどこまで繋がっていくのかなと調
べてみたところ､とんでもない暫定チャンピオンに出会いました。
 それは、『オオソリハシシギ』という体長40cmくらいの渡り鳥
で、木曽三川のご近所である藤前干潟を中心としたエリアに、春
ごろに飛んでくるそうです。
茶色く“モコっ”とした体と“にょーん”と伸びたクチバシが特徴
のかわいい姿ですが、なんとこの鳥、繁殖地であるアラスカで産
まれると、赤道をはるかに超えて、オーストラリアやニュージーラ
ンドまで飛んでいくそうです。渡りの最中には１万キロ以上の距
離をほとんど休むこともなく、時には一週間以上も飛び続けるの
だとか。日本へは、冬越しをした南半球からアラスカへと帰る前

どこまでつながる木曽三川エコネット（オオソリハシシギ）
に、繁殖前の栄養をつけるための休息地として立ち寄るとのこ
とですが、鳥って生きものにはもう本当に恐れ入りました。
　私たちが守ろうとしているエコネットが、北はアラスカ、南は
ニュージーランドまで繋がっていようとは。
　日ごろの活動が遠く遠くの地域の生態系にも影響していると
思うと､なんだか少し､凄いことをしているような気持ちになりま
した。たまには興味の外の生きものについて調べてみるのも、
新鮮な驚きがあっていいものですね。
次の春にでも河口へ出
かけて、クチバシが
にょーんとした鳥を
見つけて世界の繋が
りを感じてみるのは
いかがでしょう。

木曽三川流域
おさかなコラムvol.１

じゃない

世界淡水魚園水族館アクア･トトぎふ（池谷館長）が、
令和３年度 野生生物保護功労者表彰、環境大臣賞を受賞しました

受賞おめでとうございます！

受賞
理由

https://www.cbr.mlit.go.jp/kisojyo/econet/index.html

事務局では、このニュースレターや facebookページで、木曽三川流域におけるエコロジカル・
ネットワーク形成に関連する地域の取り組み情報を発信しています。生物多様性の保全や生き

ものを活用した地域づくりなど、応援団の皆さんからの投稿・情報提供を随時募集中です。下記お問い合わせ先まで、お気軽に情報
をおよせください。（なお､紙面の都合等で取材・掲載できない場合もありますこと、予めご了承ください。）

掲載用情報を募集しています！

cbr-kisojyo-chosa@mlit.go.jp / tel 058-251-1125 / fax 058-251-1150


